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はしめに

本講究録は平成 21年 8,月 24日から 27日まて 四日間にわたって開催さ

れたＲＩＭＳ研究集会「数学史の研究」の講演記録集てある 行われた講演は
全部て 30件 内訳は日本の数学（和算）か 13件 ヨーロノハの数学（洋算）
か 14件,日本とヨーロノハの二つの数学の交流に関するものか 3件てある

開催場所は京都大学理学部 3号館 127号室てあった
研究会の終了後 講演者に講演記録の提出をお願いしたところ 26篇の論
文か寄せられた それらを「日本の数学」「ヨーロノパの数学」「日本の数学
とヨーロノパの数学の交流」と三つの範疇に区分けし それぞれの範疇にお
いて講演か行われた順序に応して配列した

2007年はオイラーの生誕 100年にあたる年てあり ＲＩＭＳ研究集会「数学
史の研究」てはオイラーの特集日を設定した 翌 2008年は関孝和の没後 300
年にあたり 関孝和の特集か組まれた ヨーロノパと日本の数学史か相次い
て特別の注目を集めることになったか 本年 2010年は高木貞冶の没後 50年
の節目の年てある 高木貞冶を通して日本とヨーロノパの数学の対比的考察
か行われるよう 期待したいと署う

平成 22年（2010年）1月 23日

高瀬 正仁



ＲＩＭＳ研究集会「数学史の研究」

（Ｓｔｕｄｙ ｏｆ ｔｈｅ Ｈｉｓｔｏｒｙ ｏｆ Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃｓ）
研究代表 高・瀬正仁

平成 21年 8月 24日～27日

京都大学数理解析研究所

開催場所 京都大学理学部 3号館 127号室

講演プログラム

24日 930～1700

（午前）

1000～1040第二の科学革命と数学の解析革命
東京大学大学院総合文化研究科 数理科学研究科 日本オイラー研究所

佐々木 力

1045～1125 『起元解』について
四日市大学 関孝和数学研究所 小川 東

1130～1210三たひ終結式とその応用について

東京大学大学院数理科学研究科 小松彦三郎

（午後）

1320～1400関孝和研究への試論
日本女子大学 杉本敏夫

1405～1445關孝和の交式、斜乗
大阪大学 竹之内脩

1450～1530関孝和の実母一高崎藩藩士録より
国立高雄第一科技大学 城地茂

1535～1615駿遠（静岡）における関孝和と内山七兵衛永貞の消自
日本オイラー研究所（元 掛川市教育セノター）鈴木武雄

1620～1700 「甲府日記」と「甲府御館記」にみえる関新助孝和
お茶の水女子大学 真島秀行



25日 900～1700

（午前）

900～940特異性の概含は近代数学へ如何に寄与したか（ＩＩＩ）一 2

一一 20世紀後半の王題（2） 前半から引き継くもの（新
概含と応用の系列）

芝浦工業大学 阿部剛久

945～1025原型のＮａｖｉｅｒ－Ｓｔｏｋｅｓ方程式におけるテノノル構造

首都大学東京大学院理学研究科 増田茂

1030～1110パスカルの三角形と和算

会津大学 神谷徳昭

1115～1155日本における対数の歴史

東京理科大学大学院科学教育研究科横塚啓之

（午後）

1320～1400数体系の公理的取り扱い一高木貞冶の三部門を中心に
早稲田大学理工学術院 足立恒雄

1405～1445松永良弼著『宿曜算法諺解』について

兵庫県立宝塚東高等学校 藤井康生

1450～1530『三角法挙要』の占線面体の定義について

前橋工科大学 小林龍彦

1535～161514世紀における「新数学」の誕生一一一スワイノスヘノト『計
算の書』における数学的技法

神戸大学国際文化学研究科 日本オイラー研究所 三浦伸夫

1620～1700カウスの幕剰余の理論について 2

日本オイラー研究所（元、九川大学二大学院数理学研究院） 伊波 靖

26日 900～1700

（午前）

900～940 「算学啓蒙重注」の著者について

四日市大学 関孝和数学研究所森本光生

945～1025学者御伽双紙其の二

聖心女子学院高等科 田辺寿美枝



1030～1110失われた綴術を求めて一建部賢弘『綴術算経』の数学
署智

東京大学大学院総合文化研究科 野中雄一

1115～1155明冶時代に学はれたフラノス流数学

立教大学 公田藏

（午後）

1320～1400パリ時代（1672－ 1676）のうイプニノノ

学習院高等科林知宏

1405～1445英国と日本におけるＮｅｗｔｏｎ法

東京女子大学現代教養学部数理科学科長田直樹

1450～1530コーノーの『解析教程』の翻訳を終Ｚて
明冶大学付属中野八王子高等学校 西村重人

1535～1615オイラーの変分法 2

九川大学大学院数理学研究院 尾崎文秋

1620～1700オイラーの『代数学完全入門』について

三川大学大学院数理学研究院 石原優介

27日 900～1200

（午前）

900～940 チャールズ ハヘノノの Ｅｓｓａｙｓ ｏｎ ｔｈｅ Ｐｈｌｌｏｓｏｐｈｙ ｏｆ
Ａｎａｌｙｓｌｓ について

兵庫県加東土木事務所 野村恒彦

945～1025ヨノ〉 ヘルヌーイの積分計算

九川大学大学院数理字研究院 日本オイラｖ一…一・・研究所高瀬正仁

1030～1110合同式セータ関数の「Ｒｌｅｍａｎｎ予想」を巡って一 1930年
から 1954年まて

鹿児島大学理学部 小柴！￥一一

1115～1155幕末来航英国船側量と石黒信基について一英国船作製「七
尾港図」と関連して一

栃木県立足利高等学校 小曽根 淳
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